
二
O
二

は
同
じ
で
あ
っ
た
。

地
蔵
信
仰
の
展
開

ー
ー
十
王
信
仰
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
し
て
|
|

フk
本本

戸文
ιコ

子

円
口

序

論第
一
章
地
蔵
菩
薩
の
特
徴

第
一
節
六
道
の
中
の
地
蔵
菩
薩

第
二
節
地
蔵
菩
薩
の
誓
願

第
三
節
地
蔵
菩
薩
の
功
徳

第
四
節
地
蔵
菩
薩
像

第
二
章
閤
魔
王
の
特
徴

第
一
節
初
期
経
典
に
見
ら
れ
る
閤
魔
王

第
二
節
地
蔵
菩
薩
と
閣
魔
王
と
の
つ
な
が
り

第
三
章
十
王
信
仰
と
の
関
わ
り

第
一
節
中
国
に
お
け
る
地
蔵
信
仰

第
一
項
『
十
王
経
』

第
二
項
『
地
蔵
菩
薩
経
』

第
三
項
三
階
教

第
四
項
『
占
察
善
悪
業
報
経
』

第
二
節
目
本
に
お
け
る
地
蔵
信
仰

第
一
項
地
蔵
菩
薩
と
閤
魔
王
の
発
展

第
二
項
『
発
心
因
縁
十
王
経
』

第
三
項
民
間
へ
の
広
が
り

論

次

車吉



序

王寺ム
函間

地
蔵
菩
薩
と
は
、
悌
滅
後
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
弥
勅
が
こ
の
世
に
出
世

す
る
ま
で
の
問
、
こ
の
世
に
現
れ
、
六
道
の
世
界
に
在
っ
て
一
切
衆
生
を
救
済

①
 

す
る
と
い
う
菩
薩
で
あ
る
。

地
蔵
菩
薩
は
、
も
と
も
と
バ
ラ
モ
ン
教
の
地
神
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が
あ

る
が
、
イ
ン
ド
で
は
独
立
し
た
菩
薩
信
仰
と
し
て
発
展
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

七
世
紀
に
地
蔵
三
部
経
が
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
以
後
、

中
国
に
お
い
て
は
、

地
蔵
信
仰
は
広
く
浸
透
し
た
。
そ
し
て
地
蔵
菩
薩
は
、
閤
魔
王
と
関
係
を
持
つ

菩
薩
と
し
て
十
王
信
仰
と
深
く
結
び
つ
い
た
。

本
研
究
の
目
的
は
、
日
本
で
は
閤
魔
王
の
本
地
が
地
蔵
菩
薩
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
な
ぜ
地
蔵
菩
薩
と
閤
魔
王
が
関
係
す
る
の
か
を
中
固
ま
で
遡
っ
て

明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
主
に
『
地
蔵
三
部
経
』
と
『
十
王
経
』
を
中
心
に
、

中
国
か
ら
日
本
に
至
る
ま
で
の
発
展
を
、
地
蔵
菩
薩
の
特
徴
と
十
王
信
仰
、
特

に
閤
魔
と
の
関
係
に
注
目
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

第
一
章

地
蔵
菩
薩
の
特
徴

地
蔵
菩
薩
の
特
徴
を
、
主
に
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
『
十
輪
経
』
か
ら
功
徳
、

誓
願
を
中
心
と
し
て
考
察
す
る
。

地
蔵
菩
薩
は
、
一
切
衆
生
が
悟
り
を
得
る
ま
で
は
、
決
し
て
成
仏
す
る
こ
と

②
 

な
く
衆
生
を
救
い
続
け
る
と
い
う
誓
願
を
立
て
て
い
る
。
他
の
観
音
、
勢
至
、

普
賢
な
ど
の
諸
菩
薩
は
各
々
の
誓
願
の
中
で
い
ず
れ
成
仏
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仏

地
蔵
信
仰
の
展
開

③
 

国
土
へ
行
く
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
蔵
菩
薩
の
誓
願
は
特
殊
な
も
の

と
言
え
る
。
さ
ら
に
地
蔵
菩
薩
の
功
徳
は
、
般
浬
般
市
を
得
る
と
い
う
も
の
も
あ

る
が
、
加
え
て
土
地
豊
穣
、
病
が
治
る
、
衣
食
住
に
困
ら
な
い
な
ど
の
現
世
的

④
 

な
も
の
が
よ
り
強
調
し
て
説
か
れ
る
。

第
二
章

閤
魔
王
の
特
徴

ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
や
『
世
記
経
』
、
『
天
使
経
』
な
ど
に
中
有
に
在

る
存
在
と
し
て
説
か
れ
る
。
冥
土
に
お
い
て
死
者
の
生
前
の
行
い
を
裁
き
、
そ

閤
魔
王
は
、

の
後
死
者
の
そ
の
後
の
行
き
先
を
決
定
す
る
。

ま
た
、
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
に
、
閤
魔
王
が
世
尊
に
「
地
蔵
菩
薩
は
懸
命

に
衆
生
を
救
お
う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
衆
生
は
地
獄
に
堕
ち

⑤
 

る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
記
さ
れ
た
り
、
或
い
は
『
経
律
異
相
』

に
は
閤
魔
王
は
罪
人
を
救
う
と
い
う
誓
願
を
立
て
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
旬
。

こ
の
様
に
、
地
蔵
菩
薩
と
関
係
す
る
記
述
も
多
く
見
ら
れ
る
。

第
三
章

十
王
信
仰
と
の
関
わ
り

『
十
王
経
』
と
呼
ば
れ
る
経
典
に
は
二
種
類
あ
る
。

一
つ
は
中
国
で
作
ら
れ

た
『
預
修
十
王
生
七
経
』
、
二
つ
に
は
日
本
に
お
い
て
鎌
倉
時
代
以
後
流
布
を

み
た
『
発
心
因
縁
十
王
経
』
で
あ
る
。

『
十
王
経
』
の
内
容
は
、
両
経
共
に
死
者
が
冥
土
で
十
人
の
王
に
、
順
次
裁

か
れ
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
、
生
前
の
善
根
の
備
蓄
や
、
死
者
の
親
類
縁
者
達
の

追
善
供
養
に
よ
っ
て
死
者
の
裁
判
が
有
利
に
運
ぶ
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い

二
O
三



る
。
十
王
の
裁
き
は
死
後
七
日
目
か
ら
始
ま
り
、

以
後
七
日
ご
と
に
四
十
九
日

ま
で
と
、
百
日
目
、

一
周
忌
、
三
周
忌
に
行
わ
れ
る
。

地
蔵
菩
薩
と
閤
魔
王
の
関
係
が
最
も
顕
著
に
説
か
れ
て
い
る
経
典
に
『
地
蔵

菩
薩
経
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
十
王
経
図
巻
」
に
は
、
巻
頭
に
『
地
蔵
菩
薩
経
』

が
記
さ
れ
、
ま
た
経
文
と
共
に
図
を
用
い
て
お
り
、
十
王
の
裁
き
に
加
え
て
地

蔵
菩
薩
も
地
獄
の
救
済
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
に
於
い
て
地
蔵
菩
薩
が
浸
透
し
た
の
に
は
、
三
階
教
の
影
響
が

非
常
に
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
三
階
教
は
、
地
蔵
菩
薩
こ
そ
が
末
法
の
世
の
救

済
者
で
あ
る
と
重
要
視
し
、
三
階
教
の
発
展
と
共
に
、

地
蔵
菩
薩
も
次
第
に
中

国
に
お
い
て
発
展
し
て
い
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
は
奈
良
時
代
に
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
藤
原
広
足
蘇
生
謂
」

(
巻
下
・
九
)
に
地
蔵
菩
薩
が
閤
魔
王
の
本
地
と
し
て
以
下
の
様
に
説
か
れ
て
い

る
。
広
足
が
地
獄
に
彼
を
召
し
て
亡
き
妻
の
苦
を
示
し
た
人
に
そ
の
名
を
聞
い

た
所
、
「
欲
知
我
、
我
閤
羅
玉
、
汝
国
称
地
蔵
菩
薩
是
也
。
」
と
答
え
た
と
い
う

話
で
あ
る
。
こ
の
地
蔵
菩
薩
が
閤
魔
王
の
本
地
だ
と
い
う
記
述
を
は
じ
め
と
し

て
、
平
安
時
代
の
「
今
昔
物
語
集
」
な
ど
の
説
話
に
も
地
蔵
菩
薩
や
閤
魔
王
の

記
述
が
多
く
あ
る
。

そ
の
後
、
地
蔵
信
仰
が
盛
ん
に
な
る
鎌
倉
時
代
に
、
『
発
心
因
縁
十
王
経
』

が
『
預
修
十
王
七
生
経
』
を
元
に
し
て
作
ら
れ
た
。

『
発
心
因
縁
十
王
経
』
で
は
、
閤
魔
王
の
本
地
が
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
は
っ

経
典
の
半
分
以
上
が
地
蔵
菩
薩
、

き
り
と
明
記
さ
れ
、

つ
ま
り
閤
魔
王
に
つ
い

て
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

二
O
四

さム
長岡

日
本
で
は
、
閤
魔
王
の
本
地
が
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
中
国
に

お
い
て
も
、
地
蔵
菩
薩
と
閤
魔
王
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
地

蔵
菩
薩
と
閤
魔
王
が
関
係
す
る
の
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
地
蔵
信
仰
の
発
展

を
追
っ
て
き
た
。

『
預
修
十
王
生
七
経
』
の
讃
が
記
さ
れ
、
十
王
の
裁
判
の
様
子
が
描
か
れ
る

「
十
王
経
図
巻
」
に
は
冒
頭
に
『
地
蔵
菩
薩
経
』
が
記
さ
れ
、
五
七
の
閤
魔
王

地
蔵
菩
薩
が
閤
魔
王
の
裁
き
に
菟
罪
が
無
い
か
ど
う
か

の
裁
き
の
場
面
に
は
、

を
確
か
め
る
た
め
に
閤
魔
王
の
隣
に
座
っ
て
裁
き
を
見
て
い
る
と
い
う
絵
が
描

か
れ
る
。
『
十
輪
経
』
に
は
、
は
っ
き
り
と
地
蔵
菩
薩
が
閤
魔
王
の
姿
を
成
す

と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
「
十
王
経
図
巻
」
で
は
閤
魔
王
と
地
蔵
菩
薩
は
別
々

の
も
の
と
し
て
説
か
れ
、
描
か
れ
て
も
い
る
。

敦
燈
出
土
の
被
帽
地
蔵
菩
薩
図
を
見
て
も
、
十
王
と
共
に
描
か
れ
る
も
の
は

多
く
あ
る
が
、
『
十
輪
経
』
に
あ
る
よ
う
に
一
体
化
は
し
て
い
な
い
。

し
か
し
日
本
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
に
撰
述
さ
れ
た
『
発
心
因
縁
十
王
経
』

に
は
、
閤
魔
王
の
本
地
は
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
記
さ
れ
、
閤
魔
王
以
外
の
九
人

の
王
に
も
そ
れ
ぞ
れ
本
地
仏
が
明
記
さ
れ
る
。

そ
し
て
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
十
王
の
頭
上
に
本
地
仏
が
描

か
れ
る
十
王
図
が
多
く
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

日
本
共
に
地
蔵
菩
薩
と
閤
魔
王
が
関
係
す
る
理
由
は
、
中

国
に
お
い
て
は
『
地
蔵
菩
薩
経
』
に
あ
る
よ
う
に
、
地
蔵
菩
薩
は
閤
魔
王
の
裁

こ
の
様
に
中
園
、



き
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
視
す
る
た
め
に
側
に
い
る
。
だ
か

『
不
増
不
減
経
』

の
如
来
蔵
思
想

ら
被
帽
の
地
蔵
菩
薩
像
に
も
地
蔵
菩
薩
は
閤
魔
王
と
別
々
の
人
物
と
し
て
描
か

れ
る
。
ま
た
、
地
獄
に
堕
ち
た
と
し
て
も
必
ず
救
わ
れ
る
と
い
う
象
徴
と
し
て
、

死
者
を
地
獄
に
堕
と
す
閤
魔
王
と
、
地
獄
か
ら
死
者
を
救
う
地
蔵
菩
薩
を
共
に

1易

道

屋

智

描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
地
蔵
菩
薩
と
閣
魔
王
が
同
体
と
し
て
説
か
れ
、

「
十
王
図
」
と
し
て
絵
に
も
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
地
蔵
菩
薩
の
六
道
、
特
に
地

し
か
し
日
本
に
お
い
て
は
、

次

⑥⑤④③②①註

円
口

序

論第
一
章
『
不
増
不
減
経
』

一
全
体
概
要

二
衆
生
海
増
減
の
問
い

三
衆
生
界
増
減
の
答
え

四
二
種
の
増
減
見

五
衆
生
界
の
減
見

六
増
減
見
に
よ
り
起
こ
る
邪
見

1

減
見
に
よ
り
起
こ
る
邪
見

2

増
見
に
よ
り
起
こ
る
邪
見

七
一
界
の
主
張

八
甚
深
義
に
対
す
る
問
い

九
甚
深
義
に
対
す
る
答
え

十
法
身
の
性
質

十
一
法
身
の
三
種
の
あ
り
方

十
二
加
来
蔵
の
三
特
質

十
三
真
実
・
如
な
る
法

十
四
二
種
増
減
見
の
一
致

十
五
全
体
考
察

第
二
章
『
如
来
蔵
経
』
と
『
不
増
不
減
経
』

獄
か
ら
死
者
を
救
う
と
い
う
特
徴
と
、
閤
魔
王
が
冥
界
や
地
獄
に
お
い
て
死
者

の
構
造
と
そ
の
考
察

の
生
前
の
行
い
を
裁
く
と
い
う
性
格
、
ま
た
両
者
共
に
死
者
の
そ
の
後
の
行
き

先
を
決
定
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
体
と
見
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
中
国
の
被
帽
地
蔵
菩
薩
図
や
「
十
王
経
図
巻
」
に
地
蔵
菩
薩
と

地
蔵
菩
薩
と
閤
魔
王
が
深
く

関
係
す
る
と
見
て
、
両
者
が
同
体
で
あ
る
と
い
う
様
に
発
展
を
成
し
た
と
考
え

閤
魔
王
が
同
じ
絵
に
共
に
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、

ら
れ
る
。

『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
大
正
・
二
ニ
・
七
七
九
頁
・
中

『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
大
正
・
二
二
・
七
七
八
頁
・
中
l
七
八
七
頁
・
上

『
悲
華
経
』
大
正
・
三
・
一
八
六
頁
・
上
1
中
、
大
正
・
三
・
一
九
二
頁
・
中

『
大
乗
大
衆
地
蔵
十
輪
経
』
大
正
・
二
二
・
七
二
四
頁
・
上
i
下

『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
大
正
・
一
三
・
七
八
三
頁
・
下
l
七
八
五
頁
・
下

『
経
律
異
相
』
大
正
・
五
三
・
五
八
頁
・
下

『
不
増
不
減
経
』
の
如
来
蔵
思
想

二
O
五


